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基本目標1｠　支えあいと助けあいのあるまち
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現状と課題

■ 子育てや介護などに不安を感じている人がいます

子育てや介護をしている人の中には、困りごとを相談できず、不安を感じている人が多くいます。　　
　出産後半年以内に子育てに対して不安を感じ、自信を持てなくなったことがある人は、約8割
にも上ります（第2期子育て支援事業計画調査H30.11月）。
　また、在宅で要介護状態の人を介護している人のうち約8割が何らかの困りごとがあったり、
不安を感じたりしています（横浜市高齢者実態調査 R2. 3月）。
特に精神的なストレスを感じたり、身体的な負担を感じている人が多く、介護者に対するケアも
必要になってきています。
　困りごとを抱える人が必要なときに助けを求めることができるよう、地域の中で日常的につな
がる機会や場をつくる必要があります。

■ お互いを理解し、認めあいながら暮らせる地域づくりが必要です

　地域の中には、子育てをしている人や介護をしている人・必要としている人だけでなく、障害
がある人や外国籍の人など、様々な立場や背景、価値観を持つ人が暮らしています。
　誰もが地域の中で安心して暮らせるようにしていくためには、同じ地域の住民同士がお互いを理
解して受け入れる意識や、抱えている課題を受け止めていく意識を一層高めていくことが大切です。

■ 地域のつながりの中で課題解決を行う仕組みが大切です

　近隣で困ったときに相談しあい助けあえる地域にしていくためには、同じ地域の住民同士がつな
がりづくりを進めていく必要があります。

5年後の地域の目指す姿
　誰もが地域の一員として、日頃のあいさつや声かけなどの顔の見える関係を築き、
身近なところで支えあい助けあいができる、お互いさまの関係づくりが進んでいます。
　妊娠期からの切れ目のない子育ての支援や介護者等が安心できる仕組みが整っています。

基本目標
　とつかハートプランが目指す基本理念を構成する、柱となる目標です。

現状と課題
　戸塚区を取り巻く現在の状況や課題について記載しています。

5年後の地域の目指す姿
　第４期計画の最終年度（2025年度）を展望し、地域の目指す姿を示しています。
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 【取組目標1-1】日頃からの顔の見える関係づくり

　一人ひとりが身近な地域とつながり、地域の課題解決に向けて協力して取り組む活動
が広がるよう、地域や関係団体、行政などが連携して地域の基盤づくりを進めていきます。

【主な取組】

1　人と地域のつながりづくりの推進
 推進主体／全体で取り組むもの

■ 住民一人ひとりが地域とつながり、支えあうことの重要性について、様々な機会を通じ
て理解を深める取組を進めます。

2　自治会町内会への加入促進
 推進主体／地域振興課

■ 自治会町内会設立の働きかけや既存の自治会町内会への加入促進を通じて、住民同士が
支えあう地域づくりを進めます。

3　地区社会福祉協議会の活動支援
 推進主体／区社協

■ 地区社協は「一人ひとりの困りごとを解決できる地域づくり」を目的とした住民主体の
任意組織です。地域の身近な課題を共有し、解決に向けて取り組みます。

4　身近な地域活動の場づくり、機会の提供
 推進主体／地域ケアプラザ 

■ 施設の特色を活かしながら、地域活動の場づくりや活動団体の支援を行うことで、身近
な地域の中での顔の見える関係づくりやネットワークづくりを推進します。

    

5　戸塚区地域連携チームによる地域支援 
 推進主体／区全課（事務局：区政推進課）、区社協、地域ケアプラザ 

■ 区内18地区ごとに区役所・区社協・地域ケアプラザで「地域連携チーム」を構成し、
地域の取組や課題解決に協働して取り組みます。
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取組目標
　基本目標（❶）を実現するために、重点的に取り組む目標を記載しています。

主な取組
　取組目標（❹）ごとに取り組む内容を具体的に記載しています。なお、「推進主体」の欄には、
区計画の事務局（区役所、区社協、地域ケアプラザ）を中心に記載していますが、推進にあたっ
ては、その他にも多くの団体、機関などが関わっています。
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